
        
※行事予定は変更になることがあります。変更の際は、学級通信、メール等にてご確認ください。 

月 火 水 木 金 土 日 

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 

朝会 

特別時程 

4 年 社会科見学 

たてわり班交流 

給食 

避難訓練 

YOSARE タイム 

（１～３年） 

４～６年４時間 

１～３年５時間 

SC 来校日 

安全指導 

車いすバスケ 

4 年 

(５・６校時) 

4 年安全マップ発表 

4 年社会科見学 

  

８日 ９日 １０日 １１日 １２日 １３日 １４日 

朝会  YOSARE タイム 

（４年～６年） 

田んぼ草刈り５年 

SC 来校日 

委員会活動④ 

広報・放送委員会発表 

芝生ボランティア作業日１

７：００～  

  

１５日 １６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 

海の日 

 

大掃除 

青ヶ島小学校 

(３・４年)体験入学➀ 

読み聞かせ 

青ヶ島小学校 

(３・４年)体験入学② 

YOSARE タイム 

（１年～３年） 

クラブ活動④ 

給食終 

特別時程 4 時間 

終業式 

  

２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 

夏季休業日始 

遠泳練習(旧八重根) 

個人面談期間 始 

5 年木島平交流 

夏季水泳教室① 

眼科耳鼻科(欠席児童) 

 

夏季水泳教室② 

 

夏季水泳教室③ 

 

夏季水泳教室④  

 

 

３１日 ８月２０日 ８月２１日 ２2 日 ２3 日 ２4 日 ２5 日 

   

 

夏季水泳教室⑤ 

 

夏季水泳教室⑥ 

 

  

２6 日 ２7 日 28 日 29 日 30 日 31 日 1 日 

夏季水泳教室⑦ 

 

夏季水泳教室⑧ 

個人面談期間 終 

 個人面談期間 終 夏季休業日終 

遠泳練習予備日 

(旧八重根) 

  

2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日 8 日 

始業式 

特別時程 

 

給食開始 

夏作品展始 

遠泳前検診６年 

特別時程 

安全指導 

遠泳練習６年 

(八重根漁港) 

(１～５年午前授業) 

遠泳練習予備日 

(八重根漁港) 

 

プール納め 

発育測定 

(４～６年) 

  

７月 

８月／９月 

 



 
学校の教育目標 

◎自ら学びよく考える子 ○豊かな心と 丈夫な体をもつ子 ○島を愛し 世界を理解する子 

 
かけがえのない命 

校長  髙木 孝裕 
 

私たちの周りにはさまざなストレスがたくさんあり、現代社会はまさにストレス社会と言えます。ストレ

ス状況が長く続き、それが非常に強いものだった場合にスランプ状態に陥り元気がなくなります。この状態

を「抗うつ状態」といいます。聖路加国際病院の研究によりますと、在宅で介護をしている方の４人に 1

人が、身体の病気で入院している患者さんの３人に 1人が抗うつ状態であり、抗うつ状態になる中高生も多

いそうです。令和５年度に自殺した小中高校生は、５１３人にのぼり、高止まりしたままです。 

今回、絵本「カーくんと森のなかまたち」を制作された絵本作家の夢ら丘実果さんと吉澤誠さんを講師に

お迎えし、「カーくんと森のなかまたち」の読み聞かせによる「命の授業」を行いました。「僕なんか、いて

もいなくてもいいみたい。」絵本は、他の鳥の良さばかりが目に映ったホシガラスのカーくんが、自分には

取り柄がないと落ち込む場面から始まります。「悩んだときは一人で抱え込まないで」授業で繰り返された

のは、そんなメッセージでした。また、「いるだけでいいんだよ。」と人は誰かに必要とされていることを感

じられると生きる力につながることをお話いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「心の健康のための命の授業」を終えての４年生の感想の抜粋です。 

・命はかけがえのないもので、とても大事だということが分かりました。 

・うつ状態になったら、「たすけて～」と叫びます。 

・困ってそうな人がいたら「大丈夫？」「どうしたの？」と声をかけます。 

・心のかぜをひかないよう、みんなに助けを求める勇気をもとうと思いました。 

・自分の命を大切にして、苦手な食べ物も頑張って食べて、睡眠をしっかりとり、健康な体をつくります。 

・悪い言葉はやめて、いじめられている人がいたら助けてあげる人になります。 

・みんな同じじゃないから、みんな大切。だから、僕は自分を一番大切にして、友達のことも大切にしたい。 

・自分は必要ないと思うときがあるけれど、自分がいれば何かに役立つかもしれません。自分は必要だと思いました。 

・困っている人がいたら助けてあげよう。しかし、知らない人だったらどう話したらいいか、分かりません。それを

これから生きていく間に見つけていこうと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あすチャレ！スクール 車いすバスケ体験＆講演会について 
１ 日 時   令和６年 ７月４日（木）  1３：３５～1５：１０  

２ 講演者   車いすバスケ体験指導と講演   加藤 正 さん 

３ 対 象   4年生 

■プロフィール 

1969年長野県生まれ。小学 2年の時骨肉腫により左大腿部を切断。 

1994年リレハンメルパラリンピックからアイススレッジスピードレースに出場し、 

1998年長野大会では 500m、1000mで銀メダル、1500mで銅メダルを獲得。同時に 

パラアイスホッケー選手としても活躍し、長野大会、ソルトレイクシティー大会、 

トリノ大会に出場。 

☆地域・保護者の皆様もご参観できます。ご来校をお待ちしています。 
 

 

 

 



 

○遠泳のお知らせ 

 遠泳及び遠泳練習が実施される場合は、１～５年は４時間授業（特別時程）です。延期の場合は
平常授業（特別時程）となります。 
 

□実地練習①７月２２日（月） ９：００～１１：００ 
   予備日  ８月３０日（金） 同時刻 
 

□場所   旧八重根漁港（荒天の場合は下記のとおり） 
 
  □実地練習②９月 ４日（水） 給食終了後、１～５年生は下校 

１３：００～１４：３０ 
   予備日  ９月 ５日（木） 同時刻 
 

□実施日  ９月 １０日（火） 給食終了後、１～５年生は下校 
大賀郷小６年生、三原小６年生 １３：１５～１５：１５ 

        三根小６年生  
   予備日  ９月１２日（木） 同時刻 
 

□場所   八重根漁港（荒天の場合は下記のとおり） 
 

  □荒天時の措置 
①当日に会場を変更して実施する場合があります。 
詳細は大賀郷小学校のメールでお知らせします。 

   ②９月１０日（火）に実施ができない場合は予備日として１２日（木）に実施します。 
その場合、１～５年生は１２日（木）は４時間授業（特別時程）になります。 

   ③両日ともできない場合は中止とします。 
 

 

○夏季水泳教室 
～期間～ 
前期 ７月２３日、２４日、２５日、２６日 
後期 ８月２２日、２３日、２６日、２７日 
～時間～ 
１・２・３年  ８：４５～ ９：５５ (受付  ８：３０～８：４０) 
４・５・６年 １０：１５～１１：２５（受付１０：００～１０：１０） 
持ち物：水泳用具、プールカード 
※６年生は水泳教室終了後１１：２０から１２：０５まで遠泳に向けての練習があります。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

～低温や荒天等で中止の場合～ 
＊中止の場合は、体育館入口の中止の張り紙、およびホー
ムページでお知らせします。 

＊低学年の部の実施については、８：１５頃に決定します。 
＊高学年の部の実施については、９：１５頃に決定します。 

 



６/１３(木)～１４(金) 体力テスト  

２日間にかけて体力テストを行いました。５・６年生がお手伝いをして、スムーズに実施すること

ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６/１６(日) 道徳授業地区公開講座  

道徳地区公開講座では、うみ動物病院の奥山海平先生にご来校いただき、「いのち」についてのお

話をしていただきました。自分たちの大切な命について、深く考える一日となりました。 

大小の特別活動 

特活主任 中原 久美 

大小の子供たちは、明るく素直な子が多いです。そして休み時間になると、異学年で仲良く遊ぶ

姿が見られるのも、大小の良さの一つだなと思います。 

学校は、人と人とが関わり合う一つの社会です。豊かな人間関係を形成し、社会参画を目指し、

より良い自己実現を育む特別活動は、 

・学級活動（係や当番、話し合い活動、お楽しみ会など） 

・児童会活動（たてわり班活動、各委員会や集会など） 

・クラブ活動 

・学校行事（遠足、運動会、学芸会、移動教室など） 

における様々な集団活動を通して、支え合い、高め合う自己・集団を育てていきます。 

保護者、地域の皆さまも、特別活動でのお楽しみ会、遠足や運動会などの体験や経験が、小学

校生活の忘れられない思い出となって心に残っているのではないでしょうか。そして特別活動で実

践し、学んだことが今の職場や家庭、地域行事やサークル活動など、自分の人生に生かされてい

るのではないでしょうか。 

大小の特別活動がよりよいものになるように、そして子供たちの豊かな人間関係につながるよう

に、これからも特別活動を楽しく進めてまいりたいと思います。 

 

 

 


